	C.E.O.
	C.O.O.
	A.O.M.

	
	
	


　　　褥瘡予防対策管理委員会　第５回　　定例委員会　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記録日：平成30年10月2日　　
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· 欠席者は必ず後日、確認しておくこと。
＜議事内容＞

1． 褥瘡発生者の確認

2． 勉強会

＜東病棟＞

・三浦　幹様～両踵部、H30.3.15発生。デザインR　右踵部6点　左踵部9/20治癒
　　　　　　　処置：右踵部にゲーベンクリーム塗布+ガーゼ保護。
　　　　　　　　　　左踵部にアズノール軟膏塗布+ガーゼ保護　

　　　　　　　食事形態：粥・キザミ。9/14から食事量低下し1/2～2/3　
9/21から2/3～全量摂取出来ている。
・下道　重雄様～仙骨部・陰嚢H30・9・24発生　仙骨部デザインＲ9点　陰嚢　デザインＲ9点
　　　　　　　　処置：仙骨部ゲーベンクリーム+ガーゼ保護
　　　　　　　　陰部　デルモゾール

　　　　　　　　食事形態：常食・常采　　1/2～全量摂取出来ている。
・夏坂　浩美様～仙骨部　H30・9・4発生　9/5西病棟の　東病棟へ転入。デザインＲ13点
　　　　　　　　処置：9/21～アズノール軟膏塗布
　　　　　　　　食事形態：粥・常采　2/3～全量摂取出来ている。
発熱続いている為、DIV　3本キープ。　

　　　　　　
・小向　静江様～左臀部H30・9・25発生。　9/26　西病棟から東病棟へ転入。デザインR22点。
　　　　　　　　処置：アズノール塗布+ガーゼ保護。
　　　　　　　　9/27～ブロメライン軟膏塗布+ガーゼ保護。
　　　　　　　　食事形態；粥・キザミ・ハーフ食　メイバランス・MA8・エンシュア　数口程度
　　　　　　　　9/29～身体状態悪化の為、食止め・DIV3本キープ。
現在　褥瘡者　4名
　＜南病棟＞
・H30.9
・岡田　由太郎様～9/19仙骨部（持続する発赤）発生　デザインR3点→9/27治癒

　　　　　　　　　処置：パーミロール貼付

経管栄養施行中（CZHi　1-1-2）

・高木　博美様～9/19仙骨部（持続する発赤）発生　デザインR3点→9/27治癒

処置：パーミロール貼付

食事形態：粥ミキサー・ミキサー（ハーフ）エプリッチ2本/日

　　　　　　　　　　　　　数口～全量摂取

・佐々木　秋男様～9/19右膝部発生　デザインR9点

　　　　　　　　　処置：アズノール+ラップ保護

食事形態：粥・極キザミ（全トロミ）

＊現在褥瘡者1名
＜西病棟＞

・特記事項なし

＜北病棟＞

・特記事項なし

＜南山苑＞

・居ヶ内　よね様～臀部、H30.7.18発生。デザインR21点。

　　　　　　　　　浸出液多等量、柔らかい壊死組織あり。良性肉芽形成50%以上。
処置：イソジンシュガーパスタ塗布+ガーゼ保護。

　　　　　　　　　食事形態：経管栄養　CZ-HI　2-2-2。
・原子内　愛子様～H30・9・21　持ち込み　デザインR3点。
　　　　　　　　　処置；ゲーベン塗布+ガーゼ保護
　　　　　　　　　食事形態：MA８　2ー2―2。
　　　　　　　　　10/1　治癒。

※現在、褥瘡者1名

＜南風苑＞
・褥瘡者なし

勉強会

「体圧分散寝具とボジショング」
次回の委員会は11/6（火）16：00～病院2階会議室で開催予定となっています。

